
 

 

保護者向け 卒業時USBメモリご利用方法 

【データ取得方法】 

1. タブレットに十分な空き容量のあるUSBメモリを接続します。（128GB以上推奨） 

 

2. USBメモリのフォルダーを開きます。（自動で開く場合もあります） 

① 画面下部のフォルダーマークを左クリックします。 

 
② 新しい画面が開いたら、左側の「〇〇〇〇（D:）」を左クリックします。 

※〇〇〇〇の部分はUSBメモリの種類によって異なります。 

 

【注意】 

「D:\にアクセスできません アクセスが拒否されました」というメッセージが出る場合は、 

タブレットをインターネットに接続した状態で30分ほど放置した後、再起動・再サインインをお試しください。 

 



   

 

3. USBメモリにデータ保存用のフォルダーを作成します。 

① 前ページ2-②の画面の右側の空白にマウスカーソルを置いた状態で、 

右クリックメニューから→「新規作成」→「フォルダー」を左クリックします。 

 

② 「新しいフォルダー」が作成されます。 

 

③ 「新しいフォルダー」を選択し右クリックメニューから「名前の変更」を左クリックします。 

任意の名前に変更し、キーボードのEnterキーを押してください。 

 



   

 

④ データ保存用フォルダーが作成できました。 

 

 

4. タブレット内のデータをUSBメモリ内のデータ保存用フォルダーにコピーします。 

① 画面下部のフォルダーマークを左クリックします。 

 
② 開いた画面の右側から保存対象のフォルダーを選択し、 

右クリックメニューから「コピー」を左クリックします。 

保存対象のフォルダーについてはご担当の教職員様にご確認ください。 

（基本的には「デスクトップ」「ドキュメント」「ピクチャ」が対象となります） 

 

③ 画面左側のUSBメモリ「〇〇〇〇（D:）」を左クリックします。 

 



   

 

④ 画面右側の、先ほど作成したデータ保存用フォルダーを左クリック2回で開きます。 

 

⑤ 右クリックメニューから「貼り付け」を左クリックします。 

 
⑥ 対象フォルダーがUSBメモリ内に保存されます。 

 
※ ②～⑥を繰り返し、必要なフォルダーをすべて保存してください。 

※ 保存が完了できない場合は、対象フォルダーを選択し、右クリックメニューから「プロパティ」を左クリック

し、USBメモリの空き容量より「サイズ」が大きくないかをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

5. OneDrive内のデータをUSBメモリ内のデータ保存用フォルダーにコピーします。 

① 画面下部のフォルダーマークを左クリックします。 

 
② 画面左側のUSBメモリ「〇〇〇〇（D:）」を左クリックします。 

 

③ 手順３で作成したデータ保存用フォルダーを左クリック２回で開きます。 

 

④ 画面の右側の空白にマウスカーソルを置いた状態で、 

右クリックメニューから→「新規作成」→「フォルダー」を左クリックします。 



   

 

⑤ 作成した「新しいフォルダー」を選択し右クリックメニューから「名前の変更」を 

左クリックします。 

「OneDrive用」などの名前を入力しキーボードのEnterキーを押してください。 

 

OneDrive用のフォルダが作成できました。 

⑥ 画面左側の「OneDrive」を左クリックします。 

 

⑦ 新しく画面が開きますので、表示されているファイルを全て選択し、右クリックメニューから「コピー」を左クリッ

クします。 



   

 

⑧ 画面左側のUSBメモリ「〇〇〇〇（D:）」を左クリックします。 

 

⑨ 手順３で作成したデータ保存用フォルダーを左クリック２回で開きます。 

 

⑩ 5-⑤で作成した「OneDrive用」フォルダーを左クリック2回で開きます。 



   

 
⑪ 右クリックメニューから「貼り付け」を左クリックします。 

 

⑫ OneDriveの中身がUSBメモリ内に保存されます。 

 

 

6. タブレットからUSBメモリを取り外します。 

① 開いているページの右上の「×」を左クリックし、すべて閉じます。 



   

 

② 画面下部の「∧」を左クリックします。 

③ USBメモリのアイコンを左クリックし、「○○○○の取り出し」を左クリックします。 

※○○○○の部分はUSBメモリによって異なります。 

 
④ USBメモリをタブレットより取り外してください。 

※「使用中のため取り外しができません」といったメッセージが発生した場合は、 

タブレットをシャットダウンしてから取り外してください。 

 

 


